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平成 15 年 3 月期業績予想の修正並びに配当予想の修正について 

 

   平成 14 年 11 月 25 日付当社｢平成 15 年 3 月期中間決算短信(連結)｣において発表いたしまし

た平成 15 年 3 月期（平成 14 年 4 月 1日～平成 15 年 3 月 31 日）の業績予想及び配当予想を下表

の通り修正いたします。 
 

記 

 

  １．業績予想及び配当予想修正について 

     ①平成 15 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 14 年４月１日～平成 15 年 3 月 31 日） 

                                                                        (単位:百万円) 

 売上高 経常利益 当期利益 

前 回 予 想（Ａ） 10,000 500 190 

今 回 修 正（Ｂ）  9,838  127      △181 

増減額（Ｂ－Ａ） △162      △373     △371 

増 減 率        △1.6％       △74.6％     △195.3％ 

前期(平成 14 年 3 月期)実績       9,172        286       23 

     ②平成 15 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 14 年４月１日～平成 15 年 3 月 31 日） 

                                                                        (単位:百万円) 

 売上高 経常利益 当期利益 

前 回 予 想（Ａ） 11,300 550  200 

今 回 修 正（Ｂ） 11,390 212      △159 

増減額（Ｂ－Ａ）    90     △338      △359 

増 減 率        0.8％      △61.4％      △179.5％ 

前期(平成 14 年 3 月期)実績      10,436        323       14 

    

 ２．修正理由 

1) 通期業績 

①システム開発事業は、受注単価の低下による利益の減少及び不具合発生による原価の

増大。②「筆まめ」関連製品は単価の下落による利益の減少。③生産性向上を狙いと

した社内システム構築費用等による販管費の増加。④株価下落による投資有価証券評

価損等による特別損失の計上。これらの結果、売上高は 9,838 百万円、経常利益は 127

百万円、当期損失は 181 百万円となり前回予想を大幅に下回る見込みとなりました。 

 



     2)通期連結業績 

         当社の業績修正と同様であります。 

    ３．配当予想の修正について 

         当社は、｢１株当たり普通配当を 10 円として業績に裏付けられた成果配分を実施する 

    方針｣として、当期の期末配当金予想を 1株当たり 10 円と発表してまいりましたが、当 

    期につきましては、上述業績予想の修正通り当期損失でした。 

        よって、誠に遺憾ながら当期の期末配当金は見送らせていただきたいと存じます。 

 

                                                                                 以上 

  


